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平成３０年第１回永平寺町議会定例会議事日程 

（２３日目） 

                          平成３０年３月２７日（火） 

                          午前１０時０１分 開 議 

 

１ 議事日程 

  第 １ 議案第 ６号 平成３０年度永平寺町一般会計予算について 

  第 ２ 議案第 ７号 平成３０年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算に 

             ついて 

  第 ３ 議案第 ８号 平成３０年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につ 

             いて 

  第 ４ 議案第 ９号 平成３０年度永平寺町介護保険特別会計予算について 

  第 ５ 議案第１０号 平成３０年度永平寺町下水道事業特別会計予算について 

  第 ６ 議案第１１号 平成３０年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算に 

             ついて 

  第 ７ 議案第１２号 平成３０年度永平寺町上水道事業会計予算について 

  第 ８ 議案第２９号 指定管理者の指定について 

  第 ９ 議案第３０号 永平寺町監査委員の選任同意について 

  第１０ 議案第３１号 永平寺町固定資産評価審査委員会委員の選任同意につい 

             て 

  第１１ 議案第３２号 永平寺町固定資産評価審査委員会委員の選任同意につい 

             て 

  第１２ 議案第３３号 永平寺町固定資産評価審査委員会委員の選任同意につい 

             て 

  第１３ 議案第３４号 永平寺町副町長の選任同意について 

  第１４ 議案第３５号 永平寺町教育委員会教育長の任命同意について 

  第１５ 議案第３６号 永平寺町教育委員会委員の任命同意について 

  第１６ 議案第３７号 永平寺町教育委員会委員の任命同意について 

  第１７ 諮問第 １号 永平寺町人権擁護委員候補者の推薦について 

  第１８ 諮問第 ２号 永平寺町人権擁護委員候補者の推薦について 

  第１９        永平寺町選挙管理委員会委員および補充員の選挙につい 

             て 
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  第２０        委員会の閉会中の継続審査について 

  第２１        委員会の閉会中の継続調査の申出 

 

２ 会議に付した事件 

  議事日程のとおり 

 

３ 出席議員（１６名） 

 １番  上 坂 久 則 君 

 ２番  滝 波 登喜男 君 

 ３番  長谷川 治 人 君 

 ４番  朝 井 征一郎 君 

 ６番  江 守   勲 君 

 ７番  小 畑   傅 君 

 ８番  上 田   誠 君 

 ９番  金 元 直 栄 君 

１１番  川 崎 直 文 君 

１２番  伊 藤 博 夫 君 

１３番  奥 野 正 司 君 

１４番  中 村 勘太郎 君 

１５番  川 治 孝 行 君 

１６番  長 岡 千惠子 君 

１７番  多 田 憲 治 君 

１８番  齋 藤 則 男 君 

 

４ 欠席議員（１名） 

１０番  樂 間   薫 君 

 

５ 永平寺町議会に説明のため出席した者の職氏名 

町         長   河 合 永 充 君 

副    町    長   平 野 信 二 君 

教    育    長   宮 崎 義 幸 君 

消    防    長   朝 日 光 彦 君 
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総 務 課 長   小 林 良 一 君 

財 政 課 長   山 口   真 君 

総 合 政 策 課 長   平 林 竜 一 君 

会 計 課 長   酒 井 宏 明 君 

税 務 課 長   歸 山 英 孝 君 

住 民 生 活 課 長   佐々木 利 夫 君 

福 祉 保 健 課 長   木 村 勇 樹 君 

子 育 て 支 援 課 長   吉 川 貞 夫 君 

農 林 課 長   野 﨑 俊 也 君 

商 工 観 光 課 長   清 水 和 仁 君 

建 設 課 長   多 田 和 憲 君 

上 下 水 道 課 長   原   武 史 君 

永 平 寺 支 所 長   坂 下 和 夫 君 

上 志 比 支 所 長   酒 井 健 司 君 

学 校 教 育 課 長   清 水 昭 博 君 

生 涯 学 習 課 長   山 田 孝 明 君 

国 体 推 進 課 長   家 根 孝 二 君 

 

６ 会議のために出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長   川 上 昇 司 君 

書         記   源 野 陽 一 君 
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前１０時００分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（齋藤則男君） 開会に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。 

 議員各位におかれましては、何かとご多用のところご参集をいただき、ここに

２３日目の議事が開会できますことを心から厚く御礼を申し上げます。 

 なお、本日傍聴に来庁されました方には、本町議会の運営等につき関心を持た

れていますこと、まことに喜ばしい限りであります。どうか傍聴の際は傍聴心得

を熟読され、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員は１６名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してあり

ますので、よろしくご協力のほどお願い申し上げます。 

 なお、質疑につきましては、会議規則第５５条の規定を遵守していただきます

よう、よろしくお願いします。 

 それでは、議事に入ります。 

～日程第１ 議案第６号 平成３０年度永平寺町一般会計予算について～ 

○議長（齋藤則男君） 日程第１、議案第６号、平成３０年度永平寺町一般会計予算

についてを議題とします。 

 日程第１、議案第６号、平成３０年度永平寺町一般会計予算について第３審議

を行います。 

 総括質疑を行います。 

 通告がありますので、順に発言を許可します。 

 ８番、上田君。 

○８番（上田 誠君） それでは私のほうから、総括的な質問をさせていただきます。 

 それぞれの課のいろんな予算またはその政策については審議したと思います。

そこで今回、当初に町長の所信が示されています。その所信に沿って全体的な予

算組み、それから事業についての質問をさせていただきたいと思います。 

 町長２期目ということで、その最初の説明の中に２期目としての抱負がありま

した。大きくは７つの公約が示されていたと思います。まず１つは、子育てです

ね。それから、健康で暮らすところ。３つ目が安全・安心に暮らす。それから、

笑顔というのは全部言葉に入っているんですが。それから、地域の魅力を創出し
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ていくよと。それから、環境整備、インフラの整備をしていくよと。それから、

住民のつながりを強固にしていくよ。そして、行政サービス、チーム永平寺町と

いうことで頑張りますよということの７つが大きく示されていました。 

 今年度の町政運営として５つ挙げられていたんじゃないかなと思っています。

高齢者福祉、地域福祉の推進をしていく点。それから、若者、学生との連携。子

育て、教育環境の整備。そして、地域の価値の創出――価値を高めるという意味

ですね――、それからにぎわいの創出。それから、人、企業の好循環、循環、好

循環型、それは人を呼び込み、それに対して企業を呼び込む、そういう投資も含

めた取り組みを強化していくというのが示されたと思います。 

 それで、こういう５つの町政運営の中から町民が主役のまちづくり、町民と協

働のまちづくりを目指していこうというふうな趣旨の所信表明、また今年度に当

たっての大きなあれがあったかと思います。 

 そこで、大きく分けて質問させていただきたいと思います。 

 こういう少子・高齢化の社会情勢の中、いろんな社会環境から地域社会での生

活環境の中から、キーワード的には健康福祉、住民自治、それから協働社会とい

うのがキーワードの中に入っているかと思います。 

 そこで１つ目です。その中で、７つの公約、そして今年度の町政運営の中で町

長が特に大きく示していたのが、住民と同じ中で今後の地域包括ケアシステム、

それから医療体制も含めてそういうものを各課と連携をしていくというふうな話

がありました。そこではいろんな横断的な会議を持っていくとか、それからどう

いう対応をしていくかってあったんですが、庁内での連携、協力をどのようにし

ていくかというのが具体的にまだ示されてなかった。やっていきますよというの

はありましたが、例えば介護というか連携のやつを進めようとあるが、例えば庁

内でどういう組織形態でやっていくのかというのが示されてなかった。また、そ

れに対する予算的なものがあれば、その裏づけを一つまずお聞きしたいと思いま

す。 

 ２つ目が、地区振興会の設立、そしてそのことをやっていくという話がありま

した。そこで、住民自治と協働社会を構築するという意味だろうと思いますが、

地区振興会のあり方とかそういう権限、役割というのが公には示されてないと思

いますので、いつの時点でそれを示すのか。そして、よく言葉の中に公民館との

連動という話がありましたが、どういうふうな形の連動があるのかという具体性。

今の時点であれならば、いつ示されるのか。そして、それに対する予算の裏づけ
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はどこにあるのかということですね。先ほど言いましたように、その推進母体、

庁内でどこが母体となり、どういう組織を持ってそういうものを推し進めようと

する具体性について、もしもあればお聞かせいただきたい。 

 ３つ目です。次代を担う若者ですが、町長の所信の中に若者がありましたが、

学生との連携とかそういうものは強調されていますが、地区に住む青年たちをど

うするのかという、ある面ではその具体策、また予算。どういう予算がそこにつ

くのか。今後、補正予算の中に、先ほど言いました一連の中の進める中で具体的

にそういうものを進めるんであればそういうものはどうするのか。また、そこの

対応する具体的な組織があれば、どうしていくのかというのもお聞かせいただき

たいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 当初予算の総括質疑ですので、ちょっと予算を絡めての話に

なると思いますが、まず予算につきましては、前から申し上げていますとおり、

一度いろんな、各団体、生涯学習課、福祉課、住民生活課、全ての課がいろいろ

な団体、総務課もあります。そういったのを一度全てテーブルにあげまして、つ

なげていくといいますか分析して、どういうふうなことをこの永平寺町でやって

いったらいいのかというのを、一度分析する、また方向性をしっかり定めていく

必要があると思います。その時点で次の年にどういうふうな予算を持ったらより

効率的に、効率的と言ったらあれですけど、この永平寺町らしい福祉・健康づく

りであったり、まちづくり、こういったものは連動していると思います。地域の

若者をどういうふうに活用しようか。どういうふうに参画していただこうか。 

 実はこれ、もうずっといろいろな、前々からの課題でいろいろ各課でやってき

たわけなんですが、３０年度からは各課横断的にやっていく。各課が持ち寄って、

そして各課が連携して、団体と団体をつなげたり、福祉と農業をつなげたり、そ

ういったことが大事かなって思っております。 

 じゃ、どこの部署がやるのという話になると思いますが、各課横断ということ

はやはり私が陣頭指揮をとらなければいけないというふうに思っております。じ

ゃ、一人でできるのという話にもなるかもしれませんが、しっかりとその点は総

務課の職員をしっかり担当をつけるといいますか、そういうふうに私をサポート

していただくそういった職員もつけながら、各課横断的にやっていきいたと思う

のと、また、その関係課の課長には事務分掌でまちづくりに関することといいま

すか、今回のこういったことに関することというのを課長の事務分掌に入れてい
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く。そういった形で連携をとってやっていきたいというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ありがとうございます。 

 こういうことを言ったら大変失礼ですが、具体的なやつは今後やっていくとい

う……。いろんなところで言いましたが、ある面では具体的な、例えばの例を出

しますと税務のところであれば債権管理室を新たに課の中に室を設けて、それ専

属でやっていくような推進をやりました。それから、１期目のときには安全・安

心、防災というものをつくるということで防災の専任者を設けてやりました。そ

ういう形で、私の思いはやはりある面では陣頭指揮、町長は当然陣頭指揮ですが、

専任のところ、または専任の部署的なところをつくることが私は必要じゃないか

というのが１点。そして、それにする横断的なとおっしゃっていました。だから、

横断的に例えばそれを定期的に開催するとか、または自治活動、地区振興会の設

立に向けた答申を専門家のほうに出して……、問いかけをして答申をもらう。諮

問して答申をもらう。そういう形態とか、ぜひそういう具体的に、ことしやるん

であれば、そして来年度はそれに予算をつけるんであれば、ことしはぜひ大きな

組織の動きをお願いしたいというのが１点です。 

 それから、若者のところです。これは当然ここに書いてありますと、いろんな

地域、そういう拠点を福大とかいろんな形で結びました。これは組織があるとこ

ろといろんな形で動きを示しています。しかし大変なのは、今現在、若者の組織、

若者をどう動かそうかという組織のないところですので、ですから、それをどう

育成するかというのをぜひとも大きな動きの中で示しながら、またできたら補正

の中で方向的な予算をつけていただければというふうに思いますので、ぜひそこ

らあたりの検討をお願いしたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 子育て世代、若い世代、そして高齢者の世代、いろいろな世

代があります。もちろん、この中でいろんな方に参加をしてもらうことが大事だ

と思っていまして、今までどおり行政がこうするからこれをしてくださいではな

しに、各団体とか住民の皆さんが、私らはこれができる、こやって連携しよう。

よその団体はこういうことをやっている。うちとよく似てるで連携とっていこう

とか、そういったことをこの１年で、３０年度でやっていきたいと思います。 

 その中で、例えば今おっしゃられた、じゃ、この部分どうしようといったとき

には諮問とか、そういう専門の先生とかそういう諮問を出してちょっといろいろ



 －594－ 

教えていただいたり、講演をいただいたり、そういったことは考えられると思い

ます。 

 まず、今の時点で何をしていかなければいけないかということを見つけ出すと

いいますか。それができ上がったときに住民の皆さんが意欲を持って、みんなで

決めたことや、みんなでやっていこうって。また、いや、それは無理になるから

とかというのは、それは行政でとか、そういった話をやはりしっかりしていくこ

とが、次、何をしたらいいかに結びついてくるなと思います。 

 ６月の補正になるか９月の補正になるか１２月の補正になるかはあれなんです

が、進めていく中で、議会とも一緒に進めていこうと思っていますので、進めて

いく中でこういった予算をお願いしますということはあるかもしれません。 

 そういったことで、現場感を大事にしながらちょっと進めていきたいなと思い

ますので、ご理解よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ぜひ具体的なやつをお示しいただきたいと思います。 

 次の質問です。 

 今回は骨格予算ということである程度の予算編成がありました。それで、６月

補正、当然あると思います。当然、６月補正の中で、もう数日後スタートしてい

きますし、当然のように骨格予算プラス政策、予算が出てくると思います。 

 今現在、大きくわかっている方向性、また、それに対する予算の金額は別にし

て、例えばこういう事業とか、例えば観光方面ではこうですよ、いや、ここの部

分はこうですよ、大きな政策の中の大筋的なもの、または具体的な項目等があっ

たらぜひ、もう数月の後ですので、もう当然骨格の後のをつくっていると思いま

すので、示されるところがあればお示しいただきたい。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、今回の当初予算には継続であったり、大型の事業であ

ったり、国、県の補助をいただいている新規事業が１７件入っています。次の６

月の補正に向けましては、今回のこの骨格予算をお認めいただいて、いろいろ政

策ヒアリング等、また今言ったようなまちづくり、これはあんまり予算、今のは

あんまり予算はない、会議費程度だと思いますが、そういった予算。また、ちょ

っと今……、いろいろな、ちょっとあれですが、今詰めているところです。 

 １１月に一度、政策ヒアリングを受けておりますが、やはり選挙の年というこ

とで、どちらかというと骨格をメーンのヒアリングになっておりました。という
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ことで、４月から次の２期目に向けての政策ヒアリング等を受けまして、６月の

補正をつけて、また皆様にご提示させていただこうと思いますので、よろしくお

願いします。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ぜひ、当然６月補正のときに補正として出るんじゃなくて、

議会の全協もありますので、そういうときにお願いしたい。 

 まだ、その予算的なのがまだ組み上がっていないんであれば、先ほど質問した

やつの中のぜひ予算と、その組織編成も含めてお願いしたいというのが２点目で

す。 

 それからもう１点、ぜひお願いしたいのが、各課もそれぞれ当然政策の中で新

規も含めて考えていらっしゃると思うので、ぜひそこらあたりは、今まででいく

とまちづくりと、ヒアリングをしてという話で具体性が出てきてませんので、で

きたら、もしも再度、各課考えていらっしゃるのがあれば、町長に質問ですが、

あればちょっとお聞かせ。待たなあかんですかね。 

○８番（上田 誠君） まちづくりのほかにでもいいですけど、要は具体的な補正。

補正予算の中の具体性があればというふうに思っているんですが。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） 何か具体的なお話をということでございますけれども、

本議会におきまして当初予算のご審議を願っているところでございます。この当

初予算、お認めいただきましたら、それらを踏まえて、今後、中身を検討して肉

づけ内容を決めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 次ありませんか。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 来年度当初予算への第２審査といいますか、総括という意味

での質問要旨についてはこれまでも示してあるとおりです。 

 今ちょっとやりとりの中であったんですが、新規事業は１６件って書いてある

ように思うんですが。 

○１５番（中村勘太郎君） １７件。 

○８番（上田 誠君） 継続。 

○９番（金元直栄君） 本当？ほやけど、町長の所信では１６というふうに書いてあ

る。まあ、いいですけど。 

 大体この質問って、これまで論議してきて各課から大体聞いているので、基本
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的に私が質問した内容については、そういう点を私はこう思っているんだという

ことを示したつもりでいるんです。それぞれ課に、これまで答弁してないことが

あれば答弁してもらえば結構ですけれども、僕はやっぱり基本的にはこういうと

ころを僕は疑問を持っているんですよということを町長に問いたいということが

あるので出したつもりでいます。一般質問をもう一回やるとかという意味ではご

ざいません。 

 それで、幾つかありますが、１つ目はやっぱり町有地の売却のあり方。これ、

どうも町は引きずっているんでないかって私の思いです。 

 当初から無償貸しをして、ここへ通ずる町道まで廃止してきた。それはいわゆ

るけやき台にある福祉法人への土地の売却の話ですが。面積が大きいからと評価

をさらに引き下げた。結果、その福祉法人に対して便宜を図った。当時、一度に

確保できなかった土地を町が買収しておいて、そして福祉法人へ約４分の１の値

段で売却になっていないか。それはやっぱり率直な疑問として私は思っています。 

 ２つ目は、この土地の売却の問題でいうと、以前あった町内、松ケ原のＴ氏へ

の坪１万円程度での売却もそうだったと思います。これは買ったときの値段でい

うと、大分前の話ですが、昭和５０年代に購入したやつを、いわゆる５分の１以

下の値段で売却してしまったんでないかなって思っているんですが、これもやっ

ぱり異常だと。これら今の状況では注意していてもどうも歯どめがかかっていな

いように私は思うので、あえて取り上げました。特に今、国の森友学園とか加計

学園問題が騒がれている中ですから、時期が時期だけに目につくと思っています。 

 さらに、これと関連してかどうかわからんですが、このころの問題として、い

わゆる旧永平寺町の工業団地造成したところですね。町内、諏訪間のＦ食品への

税の返還も同じではないか。当時の県への申請面積に関する資料を見れば、もう

明快にわかるわけ。どこまで減免が適用されていたかというのはそこに示されて

いるわけですから、それと比べれば明らかでないかなって思いつつ、それがただ

されないと、それはやっぱり数々の便宜、当時、旧永平寺町は図っていたのに、

さらにそういうことになっているというのは、それは問題ではないかなと私は思

ってきたことで、一緒なこの土地の問題に関連しているんじゃないかということ

で取り上げさせていただきました。 

 ２つ目は、公共施設のあり方の問題です。 

 これは後回しになっていたものを、今の町長になって取り組み始めたというの

は、それは率直に評価します。しかし、一部では整理も始めてはいるものの、合
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後、さらに施設はふえてはいないか。さらに古いものを残したり、一方で「行革」

の名で地域崩しの学校の問題が出かかったり、相変わらず僕は「子育ては町が責

任を持つ」というのは非常に町民への安心の保障だと思うんですが、この安心を

よそに、子どもたちへのしわ寄せや親の負担増にもなりかねない保育園等の民営

化、これを断念するとは言わない。ちょっとここ、間違っているので申しわけな

いです。「しない」とは言わないんじゃなしに、「する」とは言わない。そうい

うことが聞けていない、相変わらず。この辺も大事なことかなと。しわ寄せの方

向が物言わぬ弱者へと逆になっているんではないかという問題です。これは町政

運営にも関係するので、あえて取り上げました。 

 ３つ目には、豊かな人間性を育む子育て環境を推進するという町長の所信の中

にもあったと思うんですが、施設環境の整備については、これについては異論は

ないし、計画的に進めているというのは評価したいと思います。ただ、池田中学

校の事件の背景は深い。県の教育への姿勢が子どもたちにも、そして先生にもあ

らわれた問題と捉えられていると私は思っています。本町の教育ももっと自然体

でいいのではないかということを思っているところです。 

 ４つ目には、高齢者福祉と庁内体制ということで、地域の医療体制の整備は地

域の人たちへの大きな安心への一歩、これは率直に大きな前進だと思って取り組

みを評価したいと思います。ただ、厳しい介護保険の状況を考えると、財政が厳

しいわけじゃないですよ。制度あって介護なしっていうような話がよく言われる

中での話です。町による独自の福祉政策も必要ではないのか。これが見えないと

思っています。例えば以前には在宅者などへベッドなどを無償で福祉協議会あた

りから貸していたんですが、こういう制度が始まった途端にその制度は後景に追

いやられる。町の福祉事業との関連でもあるんですが。そういうことがあると思

うんですね。この分野での特別の強化が求められていると私は思っています。 

 また、今の医療体制の強化の問題で、大学との協議は特別な知識を持つ人材を

何らかの形で確保して、交渉、協議に当たらせるべきではないか。それも大事や

と思うんですね。専門家集団に対する町の姿勢としても大事なことではないか。

これはほかのところでもそういう提案したことありますけれども。 

 ５つ目、農業施策です。 

 町長は地域の魅力、農業、産業とか農業生産基盤の強化ということを所信でも

触れていらっしゃいます。これについては、ことしから米への戸別所得補償がな

くなりました。町長は、農業・産業で笑顔になれるまちづくりのことを提案して
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いるんですが、本当に町独自の機械購入等への支援、要望がなければあと補正も

含めて対応することもあるということで聞いていますので、それは率直に評価し

たいと思うんですが、米の原価、北陸農政局の発表では１俵当たり、６０キロ１

万五千三百数十円と、１万５，４００円ぐらいになるんですが、それに及ばない

生産者の手取りで米は売買されています。この農業、農協いじめの国策の中、農

業に未来はあるのか。ここが崩れると農村地域に人が住む必然性がなくなるわけ

です。担い手一本やりの機械等、施設への支援だけでは新たな担い手は出てこな

いのではないかと思っています。再生産性のない産業、それも長期にわたり安定

していない産業というのでは、若い人にとってみると、例えば地域の農業、つま

り生産組織への協力というのは、みずからほかで働いていて、みずからがまた地

域の仕事の手として協力するわけですから、ある意味休みのない、苦痛にしかと

られないのかもしれません。これでは農業もしくはこれにつながる地域の発展と

いうのは見えてこない。もう率直に思うところです。 

 さらに、これは質問の中で触れましたが自衛隊の特別扱いの問題。少なくとも

町の広報での公募はすぐにやめるべきだと思っています。 

 また、町の職員採用の問題でいうと、またあの人の子弟が役場に入ると言われ

ているような声も耳に入ってきています。そういう声が聞こえてくるとどうなの

かなと私も思うところです。 

 まちづくりの問題では、町長はどういう体制で、どこの部署が担当して取り組

むか。それは方向性ぐらい示さないと、町長は町長陣頭に立って取り組むという

ことですから、そうなってくるとまた逆に厳しいのかなという思いもないわけで

はないんですが、本当にそういう体制を早く示して取り組む。こっちもいろんな

全国の資料なんかは示していきたいと思っているんですが、せめてやっぱり方向

性は積極的に示してほしいと思っています。 

 車の自動走行。町民の期待も高いと思います。しかし、町民が本当に知りたい

のは、いつまでに、どこで実用化するのか。アメリカではその自動走行で死亡事

故も起きたという報道もされているので、それを考えると一歩立ちどまってまた

検討し直すべきでないかという人たちもいらっしゃるようです。そういう中で、

そういうことを積極的に町はどう示していくのか。 

 最後ですけど、これは質問要旨に書いてないんですが、債権管理。これは生活

再建型ということで今示して、論議もしてきました。この４月から始まるという

ことですが、これは体制がまだ見えないんですね。ただ、私はこの問題について
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は生活再建型というこれまでの説明をとりあえず信じていきたいと。そういう言

い方は失礼なんですが、やっぱり信じて見守っていきたいと思っています。ただ、

細かな報告はやっぱり逐次、議会に対してしていってもらえるのか。そのことだ

けは確認しておきたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、町有地売却のあり方について、旧永平寺町時代のお話

を今されましたが、それについては便宜を図ったという言葉ですが、それはちょ

っと今ではどういうことがあったのかというのは把握することができません。 

 ただ、今の永平寺町として、１０年前から約束していた、無償でお貸しした地

面を売るに当たってはしっかりと適正な価格で、今の時代の適正な価格で売却を

しているところです。これにつきましては、やはり議会の皆様にもご理解をいた

だいて進めさせていただいております。今、いろいろな国の問題等ありますが、

今回の、またこれもやはり適正な価格で皆さんご理解のもとに売買をさせていた

だいていますので、ぜひご理解をお願いしたいと思います。 

 当時の旧永平寺町時代、また松岡町時代の話になりますと、なかなか本当に便

宜を図ったのかどうかとかそういったのは、当初からなかなかちょっとわかりま

せんので、その点もご理解いただきたいなというふうに思います。 

 そして、教育については私のほうからではなしに、まず高齢者福祉と庁内体制

ということで、今、診療所に向けて調査研究をしております。この中で、そこは

やはり町の診療所の先生方、そして保健師さん、いろいろな方がこれからかかわ

っていただきたいなというふうに思っておりまして、そこからまた新しいこの永

平寺町内の課題が見えてくるかなと思っております。そういった課題を施策に、

また予算に結びつけていくということも大事だなと思っておりますので、よろし

くお願いします。 

 また、大学との特別な協議、知識を持つ人材というのも、今いろいろな福祉の

形でも、診療所の連携もありますし、いろいろな形でこれはまたより幅広く広が

っていくのではないのかなというふうに期待もしております。 

 農業の施策につきましては、今年度もＪＡへの支援をしているところでありま

すが、町としましてはやはり農家の皆さんを支援していくという位置づけでしっ

かりとＪＡの支援も今させていただいております。そして、やはり一番この農業

で大事かなと思っていますのが、農業をやっていこうという意欲のある方を支援
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していく、また広げていっていただくというのがこれから大事かなとも思ってお

りますので、意欲のある方の育成というものもこれから視野に入れて進めていき

たいと思っております。 

 自衛隊の扱いにつきましては、自治体、国の法律で事務をすることとなってお

りますので、また自衛隊員の皆さん、災害とかいろいろなときにいろいろな形で

ご協力、助けていただくことがあると思います。この事務を受けている以上はい

ろいろな形でしていかなければいけないなというふうに思っております。 

 それと、職員採用につきましては、前から、議会にもいろいろ採用の仕方をご

説明しております。今の永平寺町の採用の仕方は、恐らく県下でも透明性の高い

採用基準になっていると思います。まず、１次試験は何点以上でないとだめです

よ。そして、２次試験は、私は入っていませんが三役ともう一つは若い職員が入

っています。それも一つ一つ点数制度にして、それを合計して合格というふうな

基準を設けておりますし、やはりこれも昔から何か便宜があったのではないかと

かそういった話がずっとくるわけなんですが、そういったことがないように、議

会のほうからも傍聴に入っていただいております。そしてあと、採用する人同士

で集団討議をしていただいて、お互いがあの人はこういう人なんだなというのも

わかるような形をとっております。 

 私のところに来るときには点数の積み上げで来ておりまして、じゃ、ここでい

こうというふうに判断をしています。そのときに、これだけ透明化にしています

と、逆に言いますと、あの人の息子だからとか、国籍が違うからとか、何々だか

らとか、そういったのはもう一切なしで、その方の能力一つになっておりまして、

そういうふうな判断で今しております。 

 ある意味、受けられる方の人権といいますかそういったこともしっかりと守っ

ていかなければいけないと思っておりますので、その人権を守るにはやはり公平

性というのがあります。また、公開もしておりますので、名前はちょっと伏せま

すが、この方はここで、この位置でというのもしていますので見に来ていただけ

ればいいですし、試験を受けられた方も何名かは見に来られておりますので、そ

れは出させていただいております。また細かいことは総務課長からあると思いま

すが。 

 それと、まちづくり、町長はどういう体制でという話ですが、先ほど上田議員

の話もありました。やはり事務とかそういったものは総務課でやっていこうとい

うふうに思っておりまして、総務課の、この欠員のところで１人増員を今考えて
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おります。 

 そして、自動走行、いつまでにどこで実用化するのかということで、先般、ア

メリカのほうで事故がありました。あれはと言うと怒られますが、どっちかとい

うと乗用車タイプの、普通の大きい道を走るタイプの実験の中での悲惨な出来事

だったんですが、永平寺町では２０キロ以下の、本当にこれからの高齢者、また

地域の交通弱者を支える技術を永平寺町で確立しようということで今進めており

ます。今、数社入っておりますが、より期間を延長してでもやっていきたいとい

う声も聞こえてきておりまして、期待をしているところです。 

 実用化に向けては、これはここに入っている企業さんの努力も必要なんですが、

日本政府は東京オリンピックまでに何らかの形で公道を走らせたいという目標が

あります。ぜひ永平寺町で最初の実用化といいますか、そういったのがなれば、

また一つ大きなはずみにもなるかなと思いまして期待をしているところでありま

す。 

 また今、これに伴いましていろんな技術の実験をこの永平寺町でやりたいとか、

やれないかというお話もいただいておりまして、そういった新しい技術、自動運

転だけではなしに新しい技術をこの永平寺町で実験されることによって、ＩｏＴ

センターに人が集まって、また住民のいろいろな商工業者の皆さんのビジネスチ

ャンスが生まれればいいなと思っておりまして、来年は、３０年度、これは補正

になると思いますがＩｏＴセンター、そしてまたそれに伴ってサテライトオフィ

スができればいいなというふうに思っておりますので、またよろしくお願いしま

す。 

 そして、自動運転について、やはり住民の皆さんにしっかりとこれから、いろ

いろな出向いていく場がありますので、まちづくりのとき、そういったときにも

一つのコーナーとしてお話しできたらいいなと思っております。 

 それと、再建管理室につきましては４月１日からスタートしますが、まだ国体

までは税務課、どちらかというとちょっと忙しくない時期に入ります。その中で

しっかりとやる中で、国体が終わった後にまた税務課も忙しくなってきますので、

国体を終わったスタッフをそこに配置するとか、ちょっと簡単な人事異動させて

いただきまして、そのときに室でいくのか課でいくのかの判断をさせていただき

たいと思います。４月１日からは、今までの流れがありますので、しっかりと業

務は始まっていきますので、ご理解よろしくお願いします。 

 あと補足で、皆さん、お願いします。 
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○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） 財政課のほうからは、２番目の公共施設のあり方につい

てというところでご答弁させていただきます。 

 合併後１０年以上が経過しておりますが、この公共施設の適正配置、統合整備

という点については、ご指摘のとおり取り組み始めたところというようなのが現

実です。 

 合併時におきましも、住民生活に急激な変化を及ぼさないよう十分配慮し、地

域の特性や地域バランス、情報ネットワークを活用し、住民生活の利便性や財政

事情などを勘案し、逐次検討を行うこととしておりました。 

 一方で、近年でございますが、景気浮揚策でありますとか、インバウンド等に

見られますように地域経済の活性化とか、地域資源を生かした誘客の推進など、

国、県の支援も相まって新たな行政需要に対応してきたという面もございます。 

 また、公共施設の更新時期が迫ってきていることから、公共施設等総合管理計

画を策定し、将来的な公共施設の適正配置について長期的な視点に立って計画的

に進めることとしております。この公共施設等総合管理計画では、本町における

１人当たりの床面積が全国の市町、それから県内市町、類似団体のそれぞれの平

均を上回っております。方向性としては、縮減に向かう必要があるというふうに

考えております。 

 また、先ほど話題に出ました第３次行財政改革大綱の実施計画では、幼児園施

設については平成３０年度、学校施設については平成３２年度までに考え方を取

りまとめるということとしております。 

 幼児園や学校の適正配置につきましては、子どもたちの保育・教育環境を最優

先に考える必要があり、子どもたちの育つ環境としてある程度の人数規模が望ま

しいという意見もございます。集団生活の中で切磋琢磨することや役割分担、協

力し合うことの喜びなど、子どもたちの成長に必要な要素がそこにあるのだと思

います。今後も望ましい子どもたちの保育・教育環境がどうあるべきかを中心に

据えながら検討してまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 済みません。ちょっと答弁抜けまして申しわけありませんで

した。 

 幼児園の民営化とかいろいろお話がありますが、今回、３０年度に方向性を示
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していくわけなんですが、今の社会の状況とか、これから国がどういうことをし

ようか、そういったことをしっかりと想定しながら、平成３０年度にまとめてい

きたいというふうに思っております。 

 安倍内閣は今、子育ての消費税分をそういうふうに幼児教育に充てるという案

も出ておりますし、もう一つは少子・高齢化に伴う先生の不足、またいろいろな

角度で本当に今、民営化というのはひょっとしたら一昔前のサービスであったの

かもしれない。これからは、また公営化のほうが進めていく中ではいいのではな

いか。そういった今いろいろな角度で机の上にのせて進めていかなければいけな

いと思います。 

 今ほど財政課長が申し上げましたとおり、子どもたちがどういうふうに幸せな

環境で、快適な環境で過ごすことができるかというのをやはり最優先に考えてい

かなければいけないなと思っておりますので、町だけではなしに、隣町が民営化

したから、どこどこが民営化したからではなしに、永平寺町でもし民営化が必要

であれば、どういう形でしなければいけないのか。これからの流れの中で、いや、

もう民営化は時代おくれ。やはり公営で、国の支援もあるし、こういうふうにや

っていったほうが先生の確保もしやすいとか、そういったのもあると思います。 

 そういった面でこの３０年度の計画というのはしっかり見据えたといいます

か、そういった計画にしていかなければいけないなというふうに思っております。 

 それとあともう一つ、公共施設につきましては、プールを壊したり、使わなく

なった幼児園、上志比の校舎、実は壊すお金も結構高額なので、徐々に徐々に公

共施設、使わないものから先に壊させていただいております。森林組合もイジョ

ウさせていただきました。最初からちょっとふえているのではないかというご指

摘もありますが、実は使わなかった公共施設、実は最初のそこに組み入れてなか

ったというのも現状でありまして、そういった点でも今、改めて公共施設の見直

ししたときに使ってないのを入れて壊していくというのもありますので、着実に

公共施設は縮減の方向で進めていますが、ただ今回の診療所とかいろいろ新たな

ニーズが生まれてくることもあります。そういった中で、これから全く公共施設

をふやさいのではなしに、またニーズに応じた公共施設というのはやはり必要に

なってくるかなというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） それでは私のほうから、農業施策のことについてご報告

します。 
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 まず、日本の食生活が多様化している中、米の需要量というのは毎年８万トン

ずつ減少しております。大体全体の１％強になりますが、国はこの米の過剰生産

を抑制するため、実情に応じた農産物の生産を目指して米の戸別所得補償の廃止、

それから主食用米以外の作物の支援を充実する施策に転換しようとしておりま

す。 

 さらには、農地中間管理機構という受け皿を用意して、農地の集積・集約化を

促進して、農業の効率化により継続的な農業経営と所得向上を図っているところ

でございます。これは議員仰せのとおり、担い手を中心とした農業形態でありま

して、農地集積率５０％の本町においては約半数の方は個人農業者で頑張ってお

りまして、そういう方は大変厳しい状態になるということは言えると思います。 

 こういうことを本町としましても制度設計の範囲内で精いっぱい農業者の声に

応えるとともに、ＪＡさんとタイアップして営農支援、それから町単の補助金を

有効活用したいというふうに考えております。 

 さらには、国や県に向けて実情に応じた政策に取り組むよう意見を申し上げて

いきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 再三、議員さんから教育内容についていろいろとご指摘を

お伺いしているんですが、もう全く思いは私も同じです。今回のことにつきまし

ても、子どもたちをどう育てるかということにつきましても同じスタンスで思い

は一緒です。深刻にも受けとめています。 

 いろいろ教育には価値がありまして、それを学校教育の中でどうするか。具体

的な内容につきましては、校長をトップに職員会等、先生方の総意で行われるべ

きもので、そこについては我々も温かく教育環境を整えながら支援していくとい

うことが大事だと思っております。 

 いろいろと今現在、子どもたちが生き生きと、そして笑顔で明るく学校に通っ

てもらいたいというのは同じ思いで、今、どうやっていくかというのを考えてい

るところです。特に今、新年度を迎えるわけですので、もう先生方、知恵を絞っ

て来年度に向けて頑張っているところですので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 自動走行の件でちょっと補足させていただきます。 

 自動走行の技術に関しましては、先般２４日に県の交通フェスタで自動走行の
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車両をハピリンのほうへ持ち込んで、参加者の方に、これは町外の方ですけれど

も、子どもさんたちに乗っていただいて、動かしたわけではないですけれども、

座っていただいたりとかということで自動走行の技術をＰＲさせていただいてお

ります。 

 そういったことで、これからは子どもさんたち、昨年も民間の企業で自動走行

の車両を小学生の子どもたちに見ていただいて、さわっていただいたりとかとい

うことで、非常に目を輝かせていたというようなこともございます。そういった

ことで、次の永平寺町を担う子どもたちが永平寺町からそういった自動走行の技

術に触れていただいて、新たな技術者が出てくるといいなというふうに考えてお

りますし、そういったことで自動走行の技術を永平寺町でさらに浸透させていき

たいなというふうに思っております。 

 また、自動走行の技術の活用という形の中で、実用化もそうなんですけれども、

国体に向けたいろいろな形での自動走行の活用というのもこれから進めていきた

いなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（小林良一君） 職員採用につきまして補足説明をさせていただきます。 

 まず、町職員の募集につきましては、昨年の６月２３日に全員協議会のほうで

概要説明をさせていただいております。また、９月１２日の全員協議会におきま

しては、２次試験の試験概要につきまして説明をさせていただきます。また、議

会のほうより立ち会いたいということで依頼をさせていただいております。そし

て、１０月２４日の全員協議会におきまして、１次試験の結果を報告させていた

だいております。 

 この１次試験の合否判定の得点でございますが、一般事務におきましては６０

点以上、それ以外の職種、これは保育士とか消防士等でございますけれども、そ

れらにつきましては資格を持っている中で４０点以上としております。また、採

用予定の人数に５を乗じた人数、もしくは２０人までとして１次試験の合格者を

しております。 

 そして、１次試験の結果につきましては、公正かつ適正を期するために試験結

果、これは開示の申請があった場合、受験者本人に試験結果を開示しております。

なお今回、１次試験におきましては５名の方から開示申請がございました。２次

試験については、参考までにございませんでした。 
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 今回の一般職の採用につきましては、４４名受験いたしまして、１次試験です

ね。その合格者は、参考までに１６名、６０点以上ですけれども１６名おられま

した。 

 次に、２次試験ですけれども、これは先ほども町長申しましたとおり、集団討

論試験と個別面接試験です。これにつきましては、副町長、教育長、私、総務課

長と関係各課の所属長１名、それから若手の職員１名、５名でしました。また、

議員の方にも２名の立ち会いのもと、厳正に試験を行った結果でございます。 

 また、これにつきましては、先ほども町長も申し上げましたとおり、周囲の環

境とか知人、誰々の子弟ということではなく、あくまでも個人の能力の結果で採

用しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 高齢者福祉行政につきまして叱咤激励いただきまし

てありがとうございます。また、評価もいただきまして非常に感謝しております。 

 今後につきましてですけれども、また新しい取り組みは必要だと思います。議

員も強化が必要だということをおっしゃっておりますし、連携して進めていくと

いうことも必要だと思っています。 

 今月末にまた広域連携の交流会というものがございます。庁内の各課、それか

ら団体も含めて交流して、政策について共有しようという動きはありますので、

その辺でもまた周知していきたいと思っております。 

 特別新しいものを狙っているわけではございません。住民の方には背中を押す

ようなＰＲをしながら今後進めていきたいということも思っております。 

 以上です。 

○９番（金元直栄君） ちょっと申しわけない。暫時休憩して。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩をいたします。 

（午前１０時５４分 休憩） 

────────────── 

（午前１０時５５分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 思わん丁寧な回答をいただきましてありがとうございます。 

 その中から、予算に対してはいろいろ判断したいと思いますので。 
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 ただ、いろいろ今、ここで論議するというところでないと思っているので、そ

れはそれで基本的な考えを聞きたいと思ったので、何か聞きたいことがあればこ

っちからまた言います。反問権もありますからね。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようですので、これで総括質疑を終わります。 

 自由討議の提案ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論に入ります。 

 討論ありませんか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論があります。 

 討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 今回は骨格予算ということで基本的な方向がやっぱり示され

る予算だし、町政運営のいわゆる考え方が主に示された議会ではなかったかと思

っています。特に町長の当初の就任挨拶といいますか、所信表明と思っています

が、それもかなり詳しくお聞きしました。 

 そういう意味では、これまでとちょっと違った姿勢でいろいろ示されていたの

かなというのは率直に感じましたし、取り組む行政報告以外のいろんな町長の考

えを示すという意味では、これまでで一番よかったんじゃないかなと僕は率直に

思っています。その内容がよかったかどうかは別ですよ。 

 いろいろ審議した中で、補正予算も通じて今わかってきたところで、本当は保

育所の問題なんかで子育ては町でこれからも責任持ちますという宣言があれば予

算に対する姿勢も随分変わったのかなという思いは率直にあります。 

 町長は、ただそういう中でもかなり際どいというんですか、今の状況に合った

幼児園にしていきたいということも言われたので、そうかなと思いつつ、それは

明言でないわけですから。ただし、率直に保育所というのはやっぱり働く親のた

めにつくられた、本当に身近なところで子どもを安心して預けられる場所をとい

うことでつくられた施設ですから、それはそれとしてそういう思想、考え方とい

うのは大事ではないかなと思います。 
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 町有地の売却のあり方については、やっぱり引きずっているなって率直に思い

ます。経過から見れば。これ申しわけないんですが、議員歴も大分長いので、そ

ういうのが経過的にやっぱり見えてくる面もあります。ただ、ここに来て、やっ

ぱりちょっとひっかかるところはあるので、率直にこういうことを、こういう機

会でないと、それ以外でも言っていますけれども、きちっとやっぱり指摘するの

は議員の仕事ではないかなと思っているところです。それはやっぱりひとつきち

っと、もう少し合理的にというんですか、わかりやすい内容にすべきではないか

と思うし、いろんな経過の中から、本来で言ったらこういう福祉法人への土地売

却なんかはそれなりの評価を、鑑定士といえどもいろいろ町の意向も酌むわけで

すから、評価をしながら、なおかつ町の福祉の補助という形での制度もあるわけ

ですから、そういう制度をきちっと使った上でやっていくことが、より合理的な

説明になるんではないかということを僕は提案したいと思うんですね。 

 公共施設のあり方では、やっぱり進め方全体を見ていると、僕は率直にもう大

変だと思います。取り組み始めて、地域のいろんな要望とかそういう中での取り

組みですから本当に大変だと思います。そういうことですから、そこはきちっと

進めるということで姿勢は見えるんですが、やっぱり先ほど言ったように保育園

とか学校の問題では、僕らはやっぱり町長も議員になった一番最初に、一番最初

の議会でないかと思うんですが、学校はやっぱり、特に小学校なんかは地域のか

なめになると、地域づくりのかなめになるから残すべきではないかという質問を

したのを、僕、たしか覚えているんですね。 

 そういうことも含めて考えると、そういう地域のためにやっぱり教育、地域の

文化的なシンボルになる学校をどう残していくかということは大事だと思うん

で、それらも含めて十分考えた上でしてほしいと思うんですが、なかなか国の方

向もそういう方向になっていないので、そういう中での抵抗も含めて行政は厳し

いと思います。 

 全体として見ると、公共施設、少しふえてはいないかということで、いろんな

つくられる施設についても指摘はしてきたつもりでいます。 

 子どもたちの教育の問題はやっぱり本当に教育長言われましたけれども、思い

は同じだと。しかし、現実的には国の指導要領がある関係で、その中でのいろん

な模索というのはあると思います。先生たちへのプレッシャーもあると思います。

しかし今、子どもたちの立場から考えると、これでいいのかというのをどこかで

警鐘を鳴らす人間とか議員も必要ではないかと思うので、あえてそういう立場を
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とっていきたいと思うんですね、討論の中に入れたいと思います。 

 高齢者福祉の問題でいうと、率直に町の取り組みについては評価するところも

随分ありますけれども、やっぱり町独自の施策も、特に町の介護関係での要支援

を見る総合事業というのをやるわけですから、それ以外のところで町の福祉事業

としてやっぱり取り組んでほしいというのが願いです。 

 農業施策は本当にことしは農業者にとっては、言葉悪いですけど斬首台の上に

立たされたんではないかというような状況だと思うんですね。そういうことを考

えると、ぜひ今の状況ではなかなか農業、地域で抜け出すのが見えないというこ

とで、これは討論の中に入れていきたいと思います。 

 あと、ここに言いましたけど、自衛隊の公募だけはやっぱり、確かに事務は。

しかし、法律にあっても、その内容については自治体の裁量に任せているわけで

すから、そこはやっぱり特別扱いせずに、広報での公募というのはぜひやめるべ

きだという立場から、今回の予算、住民に対して本当に必要な予算もたくさんあ

りますけれども、そういう立場で反対の立場をとっていきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 江守君。 

○６番（江守 勲君） 私は、上程されております平成３０年度当初予算案について、

賛成の立場から討論をさせていただきます。 

 今回の予算案は骨格予算として計上されておりまして、予算の主要事業といた

しまして、新規事業１７件、拡充事業４件、継続事業３６件があり、義務的経費

や継続事業、緊急性の高い事業など第２次総合振興計画の遂行に沿った予算編成

となっております。特に町立診療所の設計に向けた詳細設計委託料や学校教育環

境の充実として小中学校の改修、若者定住事業として住まいる定住応援事業、商

工費といたしまして永平寺町ブランド「ＳＨＯＪＩＮ」の認定商品の販路拡大、

国体の成功に向けた整備費など、子どもや子育て世代、また高齢者まで幅広く町

民福祉サービスの向上が図られていると思っております。 

 また、政策的な経費など骨格予算で計上されなかった経費を肉づけし、６月補

正をもって通年予算とすることから、この平成３０年度当初予算案を速やかに可

決すべきと考えております。 

 なお、予算の執行に当たりましては、真に町民サービス第一とし、慎重かつ適

正に執行されることを望み、賛成といたします。 

○議長（齋藤則男君） ほかに討論ありませんか。 



 －610－ 

 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これから議案第６号、平成３０年度永平寺町一般会計予算についての件を採決

します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

○議長（齋藤則男君） 起立多数です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

～日程第２ 議案第７号 平成３０年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算

について～ 

～日程第３ 議案第８号 平成３０年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて～ 

～日程第４ 議案第９号 平成３０年度永平寺町介護保険特別会計予算について

～ 

～日程第５ 議案第１０号 平成３０年度永平寺町下水道事業特別会計予算につ

いて～ 

～日程第６ 議案第１１号 平成３０年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予

算について～ 

～日程第７ 議案第１２号 平成３０年度永平寺町上水道事業会計予算について

～ 

○議長（齋藤則男君） 日程第２、議案第７号、平成３０年度永平寺町国民健康保険

事業特別会計予算についてから日程第７、議案第１２号、平成３０年度永平寺町

上水道事業会計予算についてまでの６件を一括議題とします。これに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、日程第２、議案第７号、平成３０年度永平寺町国民健康保険事業特別

会計予算についてから日程第７、議案第１２号、平成３０年度永平寺町上水道事

業会計予算についてまでの６件を一括議題とします。 

 これより第３審議を行います。 

 議案第７号から議案第１２号までの６件について、１件ごとに行います。 

 自由討議、討論を行い、採決します。 
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 日程第２、議案第７号、平成３０年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算

について、自由討議の提案ありますか。 

（「あり」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論ありますか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論があります。 

 討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。９番、金元君。 

○９番（金元直栄君） 本町の平成３０年度永平寺町国民健康保険事業特別会計への

反対討論ですが、私はいわゆる来年度から県一本化になっていくというところで、

本来でいうと事務の合理化が図られ、その中で国の支援もさらに、町の説明では

１，７００億と国は支援すると言っていますが、１人当たり５，０００円ぐらい。

ところが、僕が聞いているんでは３，７００億円で、１人１万円ぐらい値引きに

なる計算になるんではないかということは聞いているんですが、どうもそういう

合理化のいいところが反映された会計予算になっていない。 

 これまで１次、２次、３次、４次というように県がこの広域化の方向性の中で

の例えば保険料の試算とかいうことを示してきていますけれども、決してそれが、

あんまり住民にとっていい方向ではないように思っています。だから、そういう

意味で先行きがなかなか見えない会計の状況になるので、そういう意味では私は

今回、反対の立場をとっていきます。 

○議長（齋藤則男君） 次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これから議案第７号、平成３０年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算に

ついての件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

○議長（齋藤則男君） 起立多数です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３、議案第８号、平成３０年度永平寺町後期後期高齢者医療特別

会計予算について、自由討議の提案ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（齋藤則男君） 討論に入ります。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論なしと認めます。 

 これより議案第８号、平成３０年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につ

いての件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第４、議案第９号、平成３０年度永平寺町介護保険特別会計予算に

ついて、自由討議の提案ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論に入ります。 

 討論ありませんか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論があります。 

 討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 ９番、金元君。 

○９番（金元直栄君） 平成３０年度永平寺町介護保険特別会計予算についての反対

討論ですが、この介護保険、今回は一部３割負担という利用負担の導入がありま

す。これは利用抑制、介護保険の利用抑制、給付抑制を目的とした狙いのある施

策でありますから、どうもこれは単に年金、それなりの金額の人たちだけへの３

割ではなしに、さらに将来、もっと制限を下げて広げていくという国の方向性が

あるようですから、認めるわけにいかない。 

 さらに、介護保険料など今回改定されました。基金は現在の保険料の還元に使

うべきだと私は思っています。将来の負担増に備えたいというのは、介護保険会

計のいわゆる３年サイクルでの見直しという制度に基づいた考えにはふさわない

んではないか。やっぱり３年ごとに保険料見直しをするというなら、その年度内、

もしくは近い年度内に基金はそれなりに消化するというのがこの制度の趣旨だと
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考えています。 

 さらに、事業中、本来、町の福祉事業でもできること、いわゆる横出し部分は

町で支援すれば保険料の引き下げは可能だと思っている点もあります。 

 そういうことを考えると、介護保険、なかなか周辺地域で生活していくには大

変な制度になっているとも言われていますから、町のいろんな努力とか取り組み

については見られるところもあります。特に地域包括支援センターなどの本町へ

の呼び戻しなんかはこれは大きい役割を果たしていると思いますが、やはり制度

上、本当に大変な問題も生じているので、私はやっぱり今回の、特に負担抑制を、

制度からの、保険会計からの負担抑制を狙ったいわゆる利用者負担の引き上げ等

の内容を含む介護保険の特別会計の予算については反対の立場をとっていきま

す。 

○議長（齋藤則男君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これから議案第９号、平成３０年度永平寺町介護保険特別会計予算についての

件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

○議長（齋藤則男君） 起立多数です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第５、議案第１０号、平成３０年度永平寺町下水道事業特別会計予

算について、自由討議の提案ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論に入ります。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論なしと認めます。 

 これより議案第１０号、平成３０年度永平寺町下水道事業特別会計予算につい

ての件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 
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○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第６、議案第１１号、平成３０年度永平寺町農業集落排水事業特別

会計予算について、自由討議の提案ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論に入ります。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論なしと認めます。 

 これより議案第１１号、平成３０年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算

についての件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第７、議案第１２号、平成３０年度永平寺町上水道事業会計特別会

計予算について、自由討議の提案ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論に入ります。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論なしと認めます。 

 これより議案第１２号、平成３０年度永平寺町上水道事業会計予算についての

件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩をいたします。 

（午前１１時１６分 休憩） 
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────────────── 

（午前１１時２５分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

～日程第８ 議案第２９号 指定管理者の指定について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第８、議案第２９号、指定管理者の指定について

の件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました議案第２９号、指定管理者の指

定について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 来る３月３１日をもって、指定期間が満了となる永平寺町河川公園の指定管理

につきまして、南鉄興業株式会社・株式会社しばなか松岡営業所共同企業体を指

定管理候補者と選定いたしましたので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定

により議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、この後、担当課からご説明申し上げます。 

 よろしくご審議いただき、ご決議賜りますようお願いいたします。 

○議長（齋藤則男君） これより第１審議を行います。 

 補足説明を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） それでは、議案第２９号、指定管理者の指定について補

足説明いたします。 

 現在、永平寺町内、３つの河川公園につきましては一括して指定管理者制度を

採用しておりますが、その指定期間が今年度末をもって満了となりますことから、

次期５カ年の指定管理者を募集いたしましたところ、２つの団体から申請がござ

いました。これを受けまして、去る３月８日、体育協会、施設利用者、金融機関

などで構成されます選定委員会を開催いたしまして、申請者によりますプレゼン

テーション、質疑応答、採点、集計まで、当日一連の作業を行いまして、厳正に

審査いたしました結果、南鉄興業株式会社・株式会社しばなか松岡営業所共同企

業体を指定管理候補者と選定いたしました。 

 つきましては、当該団体を指定管理者と決定することにつきまして、地方自治

法の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 新しい管理者による指定期間は、平成３０年（２０１８年）４月１日から平成
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３５年（２０２３年）３月３１日までの５年間としております。 

 以上、簡単ではございますが、議案第２９号の補足説明とさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可します。 

 ９番、金元君。 

○９番（金元直栄君） この指定管理の業者については私は異論はございません。た

だ一言、指定管理のあり方というところでやっぱりきちっと僕の考えも示してお

きたいと思います。 

 僕は、指定管理よりこういう河川公園の管理なんかはやっぱり委託のほうがい

いと思っています。と同時に、なぜそういうことを言うかといいますと、前の指

定管理の業者が決まったときに、あるところが撤退を余儀なくされました。今回、

その撤退した請負団体が参加していないように思うんですね。それはこれまでも

いろいろ話を聞いてきているんですけど、やっぱり一旦、管理委託をやっていた

のがほかの業者に移った場合、それまでやってきた体制がとれなくなってしまう、

なくなってしまう。継続性がないと、中小企業というのはそういう意味では大変

だと思うんですね。 

 このことを考えたら、やっぱり町のいろんな施設の管理や、またそういう公園

の管理なんかも含めてぜひ考えてほしいというところで、ここで質問したいわけ

です。その意味はわかると思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） これにつきましては、私どもも指定管理がいいのか業務

委託がいいのかということを考えました結果、１月の全協の中でもご説明いたし

ましたが、業務委託との金銭的な比較でありますとか、あと指定管理の権限を任

せることによって管理者が臨機応変な措置をとれるということも一つ。あと、業

務委託と指定管理の際の職員の業務の負担量というようなことを総合的に考えま

した結果、指定管理でやらせていただきたいということにさせていただきました。 

 申請があったかないかということにつきましては、それはその団体、団体の事

情によるものと考えますので、ちょっとそこは私どもの意思とはちょっと範疇外

といいますか、及ばないところだというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 実は公共施設の管理等、たくさんの管理委託があると思うん
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ですが、できるだけやはり町内の業者を使っていく、育成する。それが行政の仕

事でもないかと思うんですね。そこはやっぱり、僕が言いたいのは徹してほしい

ということなんです。こういう委託って数多いですけれども、たたけばたたくだ

け、安ければ安いほどいいという問題ではないと思うんですね。やっぱり再生産、

そこで従業員きちっと雇用していけるそういう計算のもとに成り立つ内容になっ

ているかどうか。そこはきちっとして、やっぱり町内で継続的にやっていっても

らうような模索を、もしその人たちがやれなくなったらほかのところをきちっと

町内で育成するということを行政もかかわって進めてほしい事業だということで

質問させていたたきました。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 ２番、滝波君。 

○２番（滝波登喜男君） 今回の指定管理の中で、各選定委員の審査票を参考までに

いただいております。 

 その中で２つお聞きしたいんですが、１つは８番というとわかるかわかりませ

んけれども、事業計画書に基づく団体の社会貢献活動ということで、障がい者あ

るいは福祉対策、男女共同参画、地域との共生というところで、そこがＢ社と最

も差があるところになっております。具体的には、この指定管理を受けたときに

はそういったことがどのように反映されているか、反映していくのかというのは

何かお聞きでしょうか。 

 それともう１点は、これは審査票を見ますと配点は７００点です。７００点の

中で、今回出されたのが４７４点になります。パーセントでいうと６７、百点満

点中６７点ということなんですが、この指定管理を指定する上で、要は２社のど

ちらかが、点数高いほうがというやりとりをするのか、それとも基準としてここ

までの配点が必要やということを基準として出してやるのか、どちらなんでしょ

う。 

 もし持っていたら、その基準点を持っていたら、また。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） まず、審査票の８番ということで社会貢献活動の内容に

つきましては、当該団体は消防団協力事業所でありますとか防災士を雇用してい

るでありますとか、また町との間に災害時の協定を結んでおりますとか、そのあ

たりの緊急的な有事の際の措置といいますか対応といいますか、地元に根差した

業者であることもありまして、そのあたりが評価されたものというふうに思って
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おります。 

 それと、得点につきましては、これは最低何点以上ないといけないというもの

ではなくて、得点の高いほうというようなことで判断いたしております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

 ないようですから、これで議案第２９号、指定管理者の指定についての質疑、

第１審議を終わります。 

 お諮りします。 

 本件について、第２審議の提案はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようですので、本件について第２審議を行わず、第３審

議に付すことにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は第３審議に付すことに決定いたしました。 

 これより第３審議を行います。自由討議、討論を行い、採決します。 

 自由討議の提案ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論に入ります。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 討論なしと認めます。 

 これより議案第２９号、指定管理者の指定についての件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

～日程第９ 議案第３０号 永平寺町監査委員の選任同意について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第９、議案第３０号、永平寺町監査委員の選任同

意についての件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました議案第３０号、永平寺町監査委

員の選任同意について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 永平寺町監査委員に前川次夫氏を選任同意をお願いするもので、法律の規定に

基づき、議会の同意を賜りたく提案した次第であります。 

 前川氏は、人格、識見ともに立派な方で、旧丸岡町役場理事、五領川公共下水

道事務組合事務局長として要職を経験され、平成２６年度より当町の監査委員と

して就任をいただいております。これまでの官民各分野で活躍された経験、知識

を生かしていただけるものと期待しております。 

 以上、提案の理由とさせていただきますので、よろしくご審議いただき、ご決

議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ないようですから質疑を終わります。 

 これより議案第３０号、永平寺町監査委員の選任同意についての件を採決しま

す。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

～日程第１０ 議案第３１号 永平寺町固定資産評価審査委員会委員の選任同意

について～ 

～日程第１１ 議案第３２号 永平寺町固定資産評価審査委員会委員の選任同意

について～ 

～日程第１２ 議案第３３号 永平寺町固定資産評価審査委員会委員の選任同意

について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第１０、議案第３１号、永平寺町固定資産評価審

査委員会委員の選任同意についてから日程第１２、議案第３３号、永平寺町固定

資産評価審査委員会委員の選任同意についてまでの３件を一括議題とします。こ

れにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、日程第１０、議案第３１号、永平寺町固定資産評価審査委員の選任同

意についてから日程第１２、議案第３３号、永平寺町固定資産評価審査委員の選

任同意についてまでの３件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま一括上程いただきました議案第３１号から議案第３

３号、永平寺町固定資産評価審査委員会委員の選任についての提案理由をご説明

申し上げます。 

 固定資産評価審査委員会委員は、地方税法第４２３条第３項の規定に基づき、

固定資産の評価に関する不服を公平な立場から審査するために、議会の同意を得

て選任するもので、任期は３年でございます。 

 議案第３１号から提案理由をご説明申し上げます。 

 現在、委員を務めておられます布目一夫さんは、平成３０年３月３１日をもっ

て任期が満了いたします。 

 布目さんは、平成２７年４月から１期３年間務めており、旧松岡町役場では税

務課長を経験され、税務行政に精通されておられることから、再度選任いたした

く、議会の同意をお願いするものです。 

 議案第３２号についてでございますが、同じく委員を務められておられます山

口富士雄さんも平成３０年３月３１日をもって任期が満了いたします。 

 山口さんも、平成２７年４月から１期３年間務めており、人格、見識ともにす

ぐれ、固定資産に精通されておられることから、再度選任いたしたく、議会の同

意をお願いするものです。 

 議案第３３号についてでございますが、同じく委員を努められております南部

哲さんにつきましても、平成３０年３月３１日をもって任期が満了いたします。 

 南部さんも、平成２７年４月から１期３年間務めており、人格、見識ともにす

ぐれ、固定資産に精通されておられることから、再度選任いたしたく、議会の同

意をお願いするものです。 

 以上、提案の理由とさせていただきますので、よろしくご審議いただき、ご同

意賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（齋藤則男君） これより議案第３１号から議案第３３号までの３件について、

１件ごとに行います。 
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 これより議案第３１号について質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ないようですから、質疑を終わります。 

 これより議案第３１号、永平寺町固定資産評価審査委員の選任同意についての

件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３２号について質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ないようですから、質疑を終わります。 

 これより議案第３２号、永平寺町固定資産評価審査委員の選任同意についての

件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３３号について質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ないようですから、質疑を終わります。 

 これより議案第３３号、永平寺町固定資産評価審査委員の選任同意についての

件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時４３分 休憩） 
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────────────── 

（午前１１時４３分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

～日程第１３ 議案第３４号 永平寺町副町長の選任同意について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第１３、議案第３４号、永平寺町副町長の選任同

意についての件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました議案第３４号、永平寺町副町長

の選任同意について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 永平寺町副町長に平野信二氏の選任同意をお願いするもので、法律の規定に基

づき、議会の同意を賜りたく提案した次第であります。 

 平野氏は、平成２６年度より当町の副町長として就任いただいており、旧松岡

町役場に入庁以来３８年余りにおいて豊富な行政経験を積まれ、行政のプロとし

て引き続き手腕を発揮していただけるものと期待しております。 

 以上、提案の理由とさせていただきますので、よろしくご審議賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 私、副町長のこれまでのいろんなやってきたことについては

見てきておりますけれども、これは町長与党ではないので、私、反対するという

のも悪いかなと思いまして、これから議案３７号まで退席させていただきます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようですから、質疑を終わります。 

 これより議案第３４号、永平寺町副町長の選任同意についての件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 
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 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時４６分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時４６分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

～日程第１４ 議案第３５号 永平寺町教育委員会教育長の任命同意について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第１４、議案第３５号、永平寺町教育委員会教育

長の任命同意についての件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま上程いただきました議案第３５号、永平寺町教育委

員会教育長の任命同意について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 永平寺町教育委員会教育長に、室秀典氏の任命同意をお願いするもので、法律

の規定に基づき、議会の同意を賜りたく提案した次第であります。 

 室氏は、人格、識見ともにすぐれた立派な方で、昭和５１年に松岡中学校教諭

として採用以来３８年余りにおいて豊富な教育行政経験を積まれ、その経験、知

識を生かし、平成２９年３月より町教育委員会委員として就任いただいておりま

す。人格高潔であり、教育行政に関し、強い情熱と卓越した識見を有しており、

本町教育長として適任と存じ、提案する申し上げます。 

 以上、提案の理由とさせていただきますので、よろしくご審議賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（齋藤則男君） これより質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようですから、質疑を終わります。 

 これから議案第３５号、永平寺町教育委員会教育長の任命同意についての件を

採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件はこれに同意することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 
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 よって、本件は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時５０分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時５３分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

～日程第１５ 議案第３６号 永平寺町教育委員会委員の任命同意について～ 

～日程第１６ 議案第３７号 永平寺町教育委員会委員の任命同意について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第１５、議案第３６号、永平寺町教育委員会委員

の任命同意についてから日程第１６、議案第３７号、永平寺町教育委員会委員の

任命同意についてまでの２件を一括議題とします。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、日程第１５、議案第３６号、永平寺町教育委員会委員の任命同意につ

いてから日程第１６、議案第３７号、永平寺町教育委員会委員の任命同意につい

てまでの２件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま一括上程いただきました議案第３６号、第３７号、

永平寺町教育委員会委員の任命同意について、提案理由をご説明申し上げます。 

 まず、議案第３６号につきまして、永平寺町教育委員会委員、室秀典氏が平成

３０年３月２８日に辞職することから、大坂蘭子氏を後任の教育委員に任命した

いので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、

議会の同意を求めるものでございます。 

 大坂氏は、昭和５３年に美浜町弥美小学校教諭として採用以来３８年余りにお

いて豊富な教育行政経験を積まれました。人格高潔であり、教育、学術及び文化

に関しすぐれた識見を有しており、本町教育委員として適任と存じ、提案するも

のであります。 

 続きまして、議案第３７号、永平寺町教育委員会委員の任命同意について、提

案理由をご説明申し上げます。 

 永平寺町教育委員会委員の藤田みすず氏が平成３０年３月３１日に任期満了と

なることから、桑原さとみ氏を後任の教育委員に任命したいので、地方教育行政
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の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるも

のでございます。 

 桑原氏は、昭和５６年に勝山高等学校非常勤講師として採用以来３７年余りに

おいて豊富な教育行政経験を積まれました。人格高潔であり、教育、学術及び文

化に関しすぐれた識見を有しており、本町教育委員として適任と存じ、提案する

ものであります。 

 以上、提案理由のご説明させていただきます。よろしくご審議いただき、ご決

議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（齋藤則男君） これより議案第３６号から議案第３７号までの２件について、

１件ごとに行います。 

 これより議案第３６号について質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

 ８番、上田君。 

○８番（上田 誠君） 私のほうから質問させていただきます。 

 先ほどの全協でも質問させていただきましたが、本会議場でもやっぱりきちっ

とお話ししておかないといけないと思いまして立たせてもらいました。 

 ３６号、３７号とも両方にかかることなのですが、今ほどの教育委員会制度ち

ょっと変わりまして、実際は４名の方の教育委員が選任される形になります。そ

の中で、粟田先生、医師の方ですが、そのほかは全部学校の校長出身ということ

であります。教育委員会、永平寺町の教育行政も含めて、やはり社会教育畑の方

も１名選任をいただくというのが私はいいんじゃないかなというふうに思うんで

す。当然このお二人方、また４人の方が学校教育出身の方がどうやこうやとか、

あかんと言っているわけじゃなくて、その個人に対しての云々じゃなくて、同じ

ように教育委員会の教育委員としてはやはり社会教育畑の方もある面ではそうい

う見方で見れる方。だから、４人中１人はお医者様、それから教育委員会の学校

先生ですが、もう１名はできればそういう方をぜひ選任していただくほうがいい

んじゃないかと思って、先ほども質問させていただきましたが、再度ここでその

考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今ほどのご提案といいますかお話ですが、教育委員会、学校

部局と生涯学習部局がありまして、やはりどちらにも精通されているというのは

大事だというふうに思っております。 
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 ただ、今回お願いしております２名の方につきましては、やはり永平寺町の小

学校、中学校で勤務され、また地域の実情もよく理解されているという面もあり

ます。そういった面で、やはり教育委員会のほうでもしっかりと生涯学習につい

ても議論していただき、またいろいろ提案いただく、そういった環境づくりにも

努めていきたいと思いますので、ご理解よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ぜひ、この選任の中にそういう見方もお願いしていただきた

いというふうに思います。再度お願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようですから、質疑を終わります。 

 これより議案第３６号、永平寺町教育委員会委員の任命同意についての件を採

決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３７号について質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようですから、質疑を終わります。 

 これより議案第３７号、永平寺町教育委員会委員の任命同意についての件を採

決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（齋藤則男君） 起立全員です。 

 よって、本件については原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩いたします。 

（午後 ０時００分 休憩） 
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────────────── 

（午後 ０時００分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

～日程第１７ 諮問第１号 永平寺町人権擁護委員候補者の推薦について～ 

～日程第１８ 諮問第２号 永平寺町人権擁護委員候補者の推薦について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第１７、諮問第１号、永平寺町人権擁護委員候補

者の推薦についてから日程第１８、諮問第２号、永平寺町人権擁護委員候補者の

推薦についてまでの２件を一括議題とします。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、日程第１７、諮問第１号、永平寺町人権擁護委員候補者の推薦につい

てから日程第１８、諮問第２号、永平寺町人権擁護委員候補者の推薦についてま

での２件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） ただいま一括上程いただきました諮問第１号、そして第２号、

永平寺町人権擁護委員候補者の推薦についての提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 議案書１８ページから１９ページをお開きください。 

 現在、永平寺町人権擁護委員の永平寺町松岡薬師台１号３０番地、比島直美氏

が本年６月３０日をもって任期満了、退任となるなめ、永平寺町松岡葵２丁目６

２番地２、田中みゆき氏を福井地方法務局に対し推薦いたしますので、人権擁護

委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を求めるものでございます。 

 田中氏は、３６年間、教員として子どもの教育活動に携わる中、教育経験によ

る人権擁護に理解があり、人格、識見が高く、広く社会の実情に通じ、委員とし

て適任であり、これまでの知識を生かし手腕を発揮していただけるものと期待し

ております。 

 続きまして、議案書２０ページから２１ページをお開きください。 

 現在、永平寺町人権擁護委員の永平寺町松岡湯谷第８号１２番地、川上貴美子

氏が本年６月３０日をもって任期満了、退任となるため、永平寺町松岡西野中第

２８号２１番地１、酒井洋子氏を福井地方法務局に対し推薦いたしますので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を求めるものでございま
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す。 

 酒井氏は、保育士として子どもの保育にかかわってこられ、その経験により人

権擁護に理解があり、人格、識見が高く、広く社会の実情に通じ、委員として適

任であり、これまでの知識を生かし手腕を発揮していただけるものと期待してお

ります。 

 以上、提案の理由とさせていただきますので、よろしくご審議いただき、ご決

議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（齋藤則男君） これより諮問第１号から諮問第２号までの２件について、１

件ごとに行います。 

 これより諮問第１号について質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようですから、質疑を終わります。 

 本件は、田中みゆき君を適任とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、諮問第１号、永平寺町人権擁護委員候補者の推薦についての件は、田

中みゆき君を適任とすることに決定しました。 

 次に、諮問第２号について質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） ないようですから、質疑を終わります。 

 本件は、酒井洋子君を適任とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、諮問第２号、永平寺町人権擁護委員候補者の推薦についての件は、酒

井洋子君を適任とすることに決定しました。 

 暫時休憩します。 

（午後 ０時０４分 休憩） 

────────────── 

（午後 ０時０６分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 
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 永平寺町人権擁護委員候補者の推薦については、お手元に配付しました意見書

のとおり答申したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、諮問第１号、永平寺町人権擁護委員候補者の推薦について及び諮問第

２号、永平寺町人権擁護委員候補者の推薦についての２件については、お手元に

配付いたしました意見書のとおり答申することに決定しました。 

～日程第１９ 永平寺町選挙管理委員会委員および補充員の選挙について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第１９、永平寺町選挙管理委員会委員および補充

員の選挙についてを行います。 

 この選挙は、地方自治法第１８２条の規定により、委員４名、補充員４名の選

挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名

推選によりしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推選によることに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長において指名することにしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、議長において指名することに決定しました。 

 永平寺町選挙管理委員には、永平寺町松岡芝原２丁目２９番地、田中秀明君、

永平寺町松岡吉野第７号６番地、吉岡龍人君、永平寺町京善第１８号１６番地、

中川まゆみ君、永平寺町山王第２６号８１番地、岩口清志君、以上の方々を指名

します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長において指名しました方々を永平寺町選挙管理委員の当選人と定

めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 



 －630－ 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました永平寺町松岡芝原２丁目２９番地、田中秀明君、

永平寺町松岡吉野第７号６番地、吉岡龍人君、永平寺町京善第１８号１６番地、

中川まゆみ君、永平寺町山王第２６号８１番地、岩口清志君、以上の方々が永平

寺町選挙管理委員に当選されました。 

 次に、永平寺町選挙管理委員補充員には、永平寺町松岡春日２丁目４４番地、

小林仁章君、永平寺町松岡兼定島第２１号５６番地６、西野弘美君、永平寺町高

橋第７号３４番地５、山本雄二君、永平寺町山王第１４号１番地４、浅野秀信君、

以上の方々を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長において指名しました方々を永平寺町選挙管理委員補充員の当選

人と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました永平寺町松岡春日２丁目４４番地、小林仁章君、

永平寺町松岡兼定島第２１号５６番地６、西野弘美君、永平寺町高橋第７号３４

番地５、山本雄二君、永平寺町山王第１４号１番地４、浅野秀信君、以上の方々

が永平寺町選挙管理委員補充員に当選されました。 

 次に、補充員の順序についてお諮りします。 

 補充員の順序は、ただいま議長が指名しました順序にしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、補充員の順序は議長が指名しました順序に決定しました。 

～日程第２０ 委員会の閉会中の継続審査について～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第２０、委員会の閉会中の継続審査についての件

を議題とします。 

 総務産業建設常任委員長から、目下、委員会において審査中の事件について、

会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しました申出書のとおり、閉会中

の継続審査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ありませ
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んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しま

した。 

～日程第２１ 委員会の閉会中の継続調査の申し出～ 

○議長（齋藤則男君） 次に、日程第２１、閉会中の継続調査の申出の件を議題とし

ます。 

 総務産業建設常任委員会、教育民生常任委員会、議会運営委員会、予算決算常

任委員会、議会行財政改革特別委員会、議会広報特別委員会の各委員長から、目

下、各委員会において調査中の事件につき、会議規則第７５条の規定により、お

手元に配付しました申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査に付することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査に付するこ

とに決定しました。 

 以上をもちまして、本定例会に付議されました案件は全て議了しました。 

 暫時休憩します。 

（午後 ０時１２分 休憩） 

────────────── 

（午後 ０時１２分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 お諮りします。 

 会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は本日をもって閉会することに決定しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 
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 年度最後の定例会を閉会するに当たり一言申し上げます。 

 議員各位には、去る３月５日開会以来２３日間にわたり、その間、提案されま

した幾多の重要案件を終始極めて熱心にご審議いただき、本日ここに全日程を終

了できましたことを心から深く感謝申し上げます。 

 この定例会は、４月から始まる平成３０年度の予算、つまり町の１年間の収入

と支出の見積もりであると同時に、町民に対してはどのような行政サービスを行

い、真に町民の福祉向上に努めるかを約束するものであります。 

 今定例会では、町長選挙の年でもあり、新しく始まる年度の予算案は骨格では

あったものの、継続事業等を含め本予算に近い予算であったとも思います。 

 さて、予算を含め多くの重要議案を審議し、可決、承認いたしましたが、おの

おのの議員から都度都度質疑があり、それぞれ回答もありました。議員の発言は

大変重いものであり、その発言は根拠に基づく発言であります。憶測等による発

言ではありません。理事者の皆さんにおかれましては、審議の中においての質疑、

提案等を謙虚に受けとめて、常に町民のための町政運営を図られるよう切に要望

いたします。 

 今後とも議会運営につきましては、皆様方の格段のご協力を申し上げまして、

平成３０年第１回永平寺町議会定例会を閉会します。 

 町長より閉会の挨拶を受けます。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） 閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本定例会にご提案申し上げました議案等につきましては、平成３０年度当初予

算や条例の制定等を初めとする重要案件について慎重にご審議をいただき、ご決

議を賜り、まことにありがとうございました。また、各委員の任命のご同意など

をいただき、重ねて厚く御礼申し上げます。 

 一般質問や予算審議におきましては、町政の各分野につきまして多数のご質問

をいただきましたが、いずれも真摯に受けとめ、現状並びに課題の所在を十分に

認識し、町政発展のため努めてまいる所存でございますので、議員の皆様のご協

力をお願い申し上げます。 

 本年は地方創生の加速化のための１年と言われております。昨年は地方創生の

進化と位置づけ、地域や政策間の連携が図れる効果の高い事業へ支援を図る１年

目となりました。国は、これから地方創生の加速化に向けて、地方大学の振興や

若者の雇用創出、国民健康保険制度改革や子ども医療費制度改正など、生産性革
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命、人づくり革命を両輪として少子・高齢化社会という壁を克服することとして

います。地域の魅力や個性ある地域づくりが全国で展開されています。町も将来

を見据え、腰を据えて、現状と将来分析をしっかり行い、地方創生の実現に向け

て取り組んでまいります。 

 また、今回で退任される宮崎教育長には、２期５年、永平寺町の教育を支えて

いただきました。教職員の充実した環境、また礼の心を通した学校づくり、公民

館活動の活発化など多くのことに取り組んでいただき、すばらしい成果を上げて

いただきました。深く感謝と敬意を申し上げますとともに、今後のさらなるご活

躍をご期待申し上げます。ありがとうございました。 

 ようやく春の気配が感じられる季節となりましたが、議員の皆様におかれまし

ては健康に十分留意され、ご活躍いただきますようご祈念申し上げまして、閉会

のご挨拶とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

（午後 ０時１８分 閉会） 
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